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この度、事務部長を拝命し、大変光栄に存じますとともに、責任の重さを痛感し、改めて身

の引き締まる思いでいっぱいです。 

医療機関を取巻く環境は、今後厳しさを増すことが予想されますが、もとより浅学非才の

身にはあまりに荷が重く、また 5 月に急逝された故藤田暁士事務部長の足元にも及ばない

ことは十分承知しています。 

藤田部長とは僅か半年の短いお付き合いでしたが、机が隣という近さもあり、医療福祉の

イロハから教えて頂きました。最初にお会いした時は、体格も立派でやや強面の印象を持っ

たものの、話してみると心が非常に暖かい人だと気付くのに時間はかかりませんでした。 

今でも古くから付き合いのある関係機関の方々や取引先との会話の中には、必ずと言って

いいほど藤田部長の話題が出ます。関わっていた皆さんの心の中には生きているのだなあと

実感するとともに、故人に対して恥ずかしくない仕事をしているかと自身に問いかける日々

です。 

さて、9月 1 日より水木寛理事長のもと新体制がスタートしました。理事長、常務理事を

はじめとし各部署の皆さんの意見をしっかり拝聴することで、私なりに事務部長として、今

後の当法人の進むべき方向性や諸課題を認識し、患者様、地域社会ならびに水の木会グルー

プの発展に最大限貢献できるよう誠心誠意努力してまいる所存であります。 

 今後とも、どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

新事務部長 就任あいさつ 

新任ドクターのご紹介 

９月から非常勤医師として月１回（第３土曜日）ですが、てんかんとパーキンソン

病や振戦といった不随意運動症の専門外来をしています。お困りの患者さんがおら

れましたらお気軽にご相談ください。 

また、「人間万事塞翁が馬」と申します。私も人生の禍福をいろいろ経験しました

が、自分のライフワークとする仕事ができることを喜びとして、「ポジティブ・シ

ンキング」に生きようと思っています。ご支援どうぞ宜しくお願いします。 

今年８月より毎週水曜日の午後、地域診療クリニックにて外来業務を始めておりま

す。認知症をはじめとする老年期精神疾患・症状を主に診ています。 

宇部や北九州でも専門外来をしてきましたが、どこの地域でも認知症の患者さん、

その周辺の問題は多いものだと実感しております。 

時間的な余裕が出てくれば、詳細な神経心理学的な評価、家族療法・教育的なアプ

ローチも織り交ぜていければと考えています。 

精進してまいりますので、よろしくお願いいたします。 



－ 3 － 

 

医療法人水の木会 下関病院 広報誌 ステップ・アップ 第38号 

地域では様々な課題が生じ、地域のニーズは複雑化している。ニーズの増加・多様化の中、地域によって課

題は異なるため、地域の実情や課題に応じたシステムが求められている。 

今まで各機関が個別に対応してきたが、今後は各機関が連携し、包括的に対応していくことが重要になって

くる。また、専門職だけの対応ではなく、地域も巻き込み、支援体制が構築されることも同時に期待されて

いる。今回のお話ではシステムだけではなく、それに伴い、人材育成やサービスの質の向上が必要であると

のことだった。 

きめ細やかな支援を求められ、私たちの支援の在り方を再度、見直す必要があるのだと感じました。また、

どこまで地域のニーズに応えられるのか、その体制づくりができるのか、これが課題なのだと思いました。 

長年、アルツハイマー型認知症の生化学的な病態の解明やアルツハイマー型認知症の治療薬などの新薬の研

究・開発に取り組んでおられる中村先生をお招きし、今後ますます増加が予想される高齢者のうつ病につい

て、高齢者ならではの特徴と治療をテーマにご講演頂きました。 
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行事報告 


